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今号の特集テーマは「首下がり症候群の病態と治療」である．

首下がりはわれわれも注目しており，遠藤先生の論文にもある

ように，「発症報告は平均寿命の伸延が著しい先進国に多く，今

後の高齢化と疾病認知の拡大により，さらに増加する可能性が

ある」というまさにそのとおりと思われる．われわれも近年非

常に多くの症例を経験しており，今日まさに common disease

の仲間入りをしそうな疾患の 1 つとさえいえよう．その割にそ

の本態がほとんど理解されていないという，注目される病態で

ある．

首下がりの初期の報告として，神経内科の日本の先駆者であ

る三浦謹之助の報告があることは有名である（三浦謹之助：首

下リ病研究報告．中外醫事新報 350：1225-1229，1894）．これ

は，東北地方の北部での風土病としての存在を指摘したもので，

この流行地域の俗称を用いた「首下がり」病という病名が，今日

まで日本で使われているものである．しかし，それ以外にも

1817 年の Parkinson による shaking palsy（Parkinson 病）の原

著報告にも記載されていること，1886 年に Gowers が重症筋無

力症例で報告していることを，私不勉強でそれぞれ，藤本先生・

遠藤先生，白土先生の論文で今回初めて知った．古くて新しい

疾患であることがこれらからもわかる．

首下がりの混沌さは，報告する人によって原因疾患の比率が

大きく異なることからも推測される．われわれの検討では重症

筋無力症ないしその疑いが圧倒的に多いが（小川 剛，園生雅

弘：重症筋無力症に伴う首下がり症候群．神経内科 81：75-80，

2014），これもまた特異な報告であろう．診断根拠において問題

が残ることは筆者らも感じている．原因としては，大きく

Parkinson 病などの中枢神経変性疾患と，筋萎縮性側索硬化症，

炎症性筋疾患，重症筋無力症などの神経筋疾患に大別されるが，

本特集でも執筆している黒川先生らの報告のように，Parkinson

病で首下がりを呈する症例でも後頸筋で明確なミオパチー性変

化が認められることが多いなど，両者の境界さえ曖昧である．

本特集ではそれぞれの expert がそれぞれの立場からこの首

下がりという病態について論じている．この不思議な症候群の

理解と診療の進歩に本特集が大いに役立つことが期待される．

（園生雅弘）

朝妻孝仁 嶋村 正 高橋和久 高橋啓介 松永俊二

持田讓治 山下敏彦 久保和親 庄田 基 水野順一

論文外部審査委員

©
M

IW
A

-S
H

O
T

E
N

 L
td

, 2
01

5

2026/09/17 00:20:06




